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１．はじめに 

我が国の人口は2005年にピークに達し、以後、人口減
少傾向が進むものと予測されている（世帯数は2015年ま
で増加）。また、高齢化率は後期高齢化率とともに増加
し、生産年齢人口の大幅な減少が予測されている。 
一方、都市に目を向けると、都市の成長に応じて整備
されてきた社会基盤施設は更新期を迎え始め、維持管理
費・更新費の増大が都市財政制約を高めつつある。 
このような人口減少・少子超高齢社会に直面し始めた
今、これまでの拡散型都市構造から集約型都市構造への
展開が主張され始めている1)。この都市構造の転換に際
しては、都市の魅力度・住民の利便性等の維持・向上を
図りつつ、これまで以上に都市経営の視点を踏まえた都
市の再生が必要であろう。今後は、賢い成長（スマート
グロース）から賢い縮退（スマートシュリンク）への転
換として、人口減少・少子超高齢社会を見据えた将来の
都市像を設定し、社会基盤施設更新に合せつつ、集約型
都市構造へ積極的に転換・誘導していくことが、都市政
策の一つの柱になるものと考えられる。 
本研究では、このような問題意識の下、都市構造変化
の効果を都市経営面から把握することを目的に、都市縮
退に対する効果等を定量的に分析し得る方法を提示する。 
 
２．既往研究と本研究のアプローチ 

都市構造変化に対する効果等を定量的に検討した既往
研究としては、都市スプロールの有無による主要な社会
基盤施設の整備コストについて試算を行った研究2)、都
市のコンパクト化の有無に関する主要な社会基盤施設の
整備・維持管理コストを試算した研究3)-4)、都市スプロ
ールを主としてその両者の整備・維持管理コストを試
算・比較した研究5)等がある。また、都市構造転換に向 
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けた方法論や留意点等について検討した既往研究として
は、撤退戦略としてインフラ面のみでは不十分であり居
住者の行動変容が不可欠であるとした研究6)、住区レベ
ルからみたコンパクト化施策の効果・非効率性等を評価
した研究7)等がある。これらの研究に対し、本研究では
住民・企業・行政等のうち、基礎自治体を対象とした都
市経営に着目し、将来の都市構造として拡散型と集約型
を設定した上で、都市縮退効果として財政（歳出・歳
入）変化を評価し得る基礎分析方法を提示する。 
 
３．分析方法 

人口減少社会下における将来の都市構造として、｢拡
散型都市構造｣と「集約型都市構造｣を設定した上で、都
市構造変化に対する都市財政面からの把握を行う。 
対象とする歳出（都市経営コスト）は「行政サービス
コスト：公共施設（都市施設・インフラ）に係わる費用
（維持管理費、更新費、新規整備費及び撤去費用等）及
び都市構造の変化に影響を受ける行政サービス費用」と
し、歳入については「将来人口の減少及び都市構造の変
化に起因する地方税収の変化」とする。 
また、当分析では、都市構造が静的な状態での比較と
し、都市圏域と都市経営単位の一致を想定する。 
なお、本分析は、中核市相当（人口40万人以上：政令
指定都市を除く）、特例市相当（人口20～40万人）、人
口10～20万人の３類型の都市規模を対象とする。 

 
図－１ 分析イメージ 

 
（１）対象とする公共施設・行政サービスの設定 
分析対象とする公共施設・行政サービスについては、

「都市構造の変化に伴う公共施設への影響」「都市構造
の変化に伴う行政サービスへの影響」「歳出全体に与え



るコストインパクト」の視点から選定を行った。 
結果、対象とする公共施設・行政サービスは、市町村
が主な管理主体となる事項の内、都市構造の変化により
自治体財政への影響度が大きいと判断される表―１の項
目を選定した。（福祉関連については、民間マーケット
主導との判断から本分析では対象から除いている。） 
表－１ 対象とする公共施設・行政サービス 

保健福祉 保育所 

教育 幼稚園、小学校、中学校、給食センター 
※学校統廃合によるスクールバスを考慮 

建設 道路橋梁・街路、公園、下水道 
消防 消防 
市民環境 公民館、ごみ収集 
水道 上水道 
公共交通 バス 
参考として、既往統計8)から、上記項目の正確な歳出
額の把握は困難であるが、上記項目を包含する費目とし
て、人件費のうち職員給と、物件費、維持補修費の合計
でみると、中核市では全歳出約1558億円に対して比較対
象は大枠として約427億円（全歳出の約27%）、特例市で
は全歳出約867億円に対して大枠として約250億円（全歳
出の約29%）となる。 
 
（２）都市構造の設定と数量表現方法 
 a）都市構造の設定 
比較対象とする都市構造を表―２のとおり設定する。
その上で、各ケースにおける人口、世帯数、面積、人口
密度等の基礎数値を設定する。なお、各ケースについて
は、①都市計画区域のみを試算対象、②都市計画区域を
DID 地区（中心核）、DID 地区以外の市街化区域（周辺 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域）、市街化区域以外の市街化調整区域等、市街化区
域以外の集落等の４区分に分類、③ケースＤの縮退地域
は居住者が全て移転するものと設定、などの強い仮定を
おいている。 
b）公共施設の配置基準等の考え方 
対象とする公共施設・行政サービスについて、各ケー
スにおける都市施設数等のフレーム設定を行う。ここで 
は、対象とする公共施設・行政サービスについて、①参
考指針等をもとに公共施設等の配置基準等を設定し、次
に、②各公共施設等につき関連法令等が設けられている
場合は、その関連法令基準等を満たすよう補正している。 
・ 圏域については、「メッシュ」の考え方を援用。「半径（利
用圏域）×２」を１辺とする矩形。 

・ 市街化区域（DID地区＋DID以外の市街化区域）は連続する一
つの市街地。 

・ 市街化調整区域は、集落（本分析では1集落は約2kmメッシュ
相当。宅地、田畑等を含む。）が連続して隣接。 

・ 配置基準等に幅がある場合は、最小値を市街化区域に適用
し、市街化抑制の観点から最大値を市街化調整区域に適用。 

・ 配置等基準をもとに算定した都市施設数等が、関連法令に基
づく基準等を未達の場合は、関連法令基準等を満たすよう都
市施設数等を補正。 

 
（３）歳出算定に係る原単位設定 
歳出の算定にあたり、施設の管理費等の状況が把握可
能な既往統計をもとに、行政サービスコストの原単位推
計（類似都市規模の実績に基づく：経常経費実績／都市
施設諸元）を行った。一方、あらゆる都市規模に対応可
能な原単位設定も有効と考えられることから、各行政サ
ービスコストの原単位関数を検討した。結果、あらゆる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－２ 比較対象とする都市構造の設定 



都市規模に対応可能な原単位関数は「保育所、公園、ご
み収集、道路橋梁」と判断され、その他については、各
都市規模の平均値を採用することとした。 
バスについてはバス事業に対する赤字補填を想定する
が、自治体独自の算定基準等が存在することから、民間
バス赤字額及びコミュニティバス赤字額を代理指標とし、
入手可能な自治体データをもとに、回帰式を求めた。 
また、更新費については、直近の竣工施設の平均床面
積と公会計基準との整合として総務省「基準モデル」の
基本耐用年数表と再調達価額の算定上の単価をもとに、
減価償却（定額法）的取扱として設定している。 
 

（４）歳入変化の考え方 
将来人口減少及び都市構造変化に起因する歳入変化の
把握として、対象とする地方税収項目を設定した。 
Ⅰ 所得の変化（人口変動）がもたらす税収項目 
（個人市町村民税、法人市町村民税） 

Ⅱ 資産価値の変化がもたらす税収項目 
  （固定資産税、都市計画税） 
ここでは、都市構造変化に伴う所得水準・生産活動は
一定と仮定し、将来的な人口減少及び土地価格変化を計
測対象とした。上記Ⅰについては、所得水準・生産活動
は不変と仮定したことから人口減少に伴う単純減少とな
る。上記Ⅱについては、都市構造の変化に伴う土地価格
変化として、簡便手法としてヘドニックアプローチの考
え方を援用し、地価関数を推計した上で計測を行った。 
参考として、統計資料8)から、上記地方税収項目とし
ては、中核市では全歳入約1602億円に対して、対象項目
約628億円（全歳入の39%）、特例市では全歳入約887億
円に対して、対象項目約384億円（全歳入の43%）となる。 
 

（５）都市構造の移行過程に発生する経済的影響 
都市構造の転換に伴う移行コスト（各種公共施設の新
規整備費及び撤去費用、宅地造成費等）、転換コスト
（縮退地域の緑地等への転換費用等）についても検討を
行い、移行コストについては一定の設定が可能であった
が、転換コストについては本分析の対象外と位置づけた。 
 
４．試算結果 

（１）仮想都市での試算例 
これまでの設定内容をもとに、代表例として、将来は
2025年を想定した中核市相当（人口40万人以上：政令指
定都市を除く）の単核構造を対象とした試算結果を示す。
（中核市の平均値に基づく仮想都市を設定。） 
まず、設定したフレーム値及び行政サービスコスト原
単位をもとに都市構造変化に伴う歳出変化額を算定する。 
歳出変化額 
  ＝∑（各行政サービスコスト原単位×変化量） 

図―２の歳出試算結果より、対象歳出額（括弧内は更
新費を含む）は、ケースＡ約179億円／年（約350億円／
年）、ケースＢ約169億円／年（約339億円／年）、ケー
スＣ約176億円／年（約359億円／年）、ケースＤ（DID
人口密度100人/haの場合）約148億円／年（約290億円／
年）と試算され、ケースＣとケースＤ（DID人口密度100
人/haの場合）の比較では、経常経費約28億円／年、更
新費を加味すると約68億円／年の削減効果が試算される。
また、歳出（都市経営コスト）変化額への影響度は、
「経常経費」で見ると、保育所、消防署の影響度が大き
く、「経常経費＋更新費」で見ると、上記に加え、道路
橋梁（街路含む）および上水道、下水道のネットワーク
系の影響度が大きいことが確認される。 
また、ケースＡからの移行コストは、ケースＢ約6億
円、ケースＣ約82億円、ケースＤ（DID人口密度100人/h
aの場合）約9億円と試算される。ただし、各種公共施設
の新規整備費及び撤去費用は「保育所、幼稚園、小学校、
中学校、公民館」が対象であり、ケースＣの宅地造成費
は原則、民間開発による民間負担として考慮していない。
 次に、設定したフレーム値に基づき、歳入変化額を試
算した。図―３の歳入試算結果より、対象歳入額は、ケ
ースＡ約629億円／年、ケースＢ約605億円／年、ケース
Ｃ約582億円／年、ケースＤ（DID人口密度100人/haの場
合）約617億円／年と試算され、ケースＡを1.00とした
場合、ケースＢ0.96、ケースＣ0.93、ケースＤ0.98と、
ケースＤの減収幅が最も小さく、人口減少による歳入減
収分を都市構造変化で補う結果となっている。 
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図－２ 各ケースの歳出試算結果 
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図－３ 各ケースの歳入試算結果 

※図―２,３とも、ケース D については、DID 地区人口密度が「100 人
/ha」「80人/ha」「60人/ha」の３ケースの場合を試算。 



（２）実都市での試算例 
本分析の枠組みを実都市に適用した場合の試算結果の
概要を以下に示す。 

表－３ 試算対象の実都市の概要 
 試算１ 試算２ 試算３ 

人口規模 中核市相当 中核市相当 特例市相当 
人口密度 
(DID地区) 

約58人/ha 約44人/ha 約55人/ha 

将来人口 
減少率 

中核市平均 
より急激 

中核市平均 
より緩やか 

特例市平均 
より緩やか 

将来 
世帯数 

現況より減少 現況から微増 現況から微増 

都市核 
DID地区・市街化区域が分散 

（複核構造） 

DID地区・市街化区
域が同一、集約

（単核構造） 

a）実都市における歳出変化額 
図―４の歳出試算結果より、対象歳出額（括弧内は更
新費含む）のケースＣとケースＤ（DID人口密度100人/h
aの場合）の比較では、試算１：約22億円／年（約58億
円／年）、試算２：約18億円／年（約50億円／年）、試
算３：約16億円／年（約33億円／年）の削減効果が試算
される。（参考：対象とする公共施設・行政サービス
（バス除く）の調査時点の年間経常経費は、試算１：約
158億円、試算２：約195億円、試算３：約65億円。） 
b）実都市における歳入変化額 
図―５の歳入試算結果より、代表例として、試算１で
みると、ケースＡ約585億円／年に対し、ケースＢ、ケ
ースＣと減収傾向であるが、ケースＤでは約557億円／
年と減収幅が抑制される試算結果となる。また、試算２
及び３においては、将来世帯数が微増すること等により、
ケースＤでは若干増収との試算結果になる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図－４ 実都市における歳出試算結果 
 
 
 
 
 
 

 
図－５ 実都市における歳入試算結果 

５．おわりに 

本研究では、集約型都市構造の効果を都市経営面から
把握することを目的に、将来の都市構造として拡散型と
集約型を設定し、都市縮退効果を財政（歳出・歳入）面
から評価し得る基礎分析方法を提示したものである。 
本分析方法は、都市縮退効果について基礎自治体を対
象に分析しており、住民・企業等は考慮しておらず、都
市圏域と都市経営単位の一致や都市構造の静的状態での
比較など、多くの制約条件を課した上で分析を実施した
ものであるが、その基礎的な分析方法の確立に資する一
定の知見・成果は得られたものと判断する。 
改善事項としては、当分析方法の設定条件の精査・緩
和・精度向上、住民・企業等を考慮した詳細モデルの構
築、集約型都市構造の推進等に向けた整備シナリオ検
討・分析、転換・誘導に向けた具体的な施策案検討等が
あげられる。これらについては今後の課題としたい。 
 
本論文は、国土交通省都市・地域整備局都市計画課が
実施した調査業務（筆者：川除、大久保が都市計画協会
へ派遣専門家として調査に従事。）における「都市経営
コスト検討委員会」の成果の一部を活用してとりまとめ
たものである。活用に際してご配慮頂いた国土交通省の
担当者各位、都市計画協会担当者各位、並びに検討過程
で多くのご示唆・ご助言を頂いた都市経営コスト検討委
員会委員各位に、この場を借りて深甚の謝意を表します。 
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